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一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会
株式会社ICSコンベンションデザイン

全１6セッション・１1社の展示をご覧ください！ 

目黒雅叙園2F　華つどい、華しずか目黒雅叙園2F　華つどい、華しずか
9:30-18:00（受付 9:00～） 9:30-18:00（受付 9:00～） 

共 催
主 催

■ Media Sponsor

■ Sponsor ■ Luncheon Sponsor

申込・登録に関するお問合わせ先

※本フォーラムへの申込をもって、主催および共催における下記個人情報規約に同意していただいたものといたします。
■個人情報の取り扱い
主催である一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会と株式会社ICSコンベンションデザインはご登録いただいた情報をもとに、本フォーラムについての確認、案内および情報提供、ならびに各種イベントのご
案内、アンケート等をお送りさせていただく場合がございます。 (E-mail、電話、FAXなど)
なお、本人の承諾なしにそれ以外の目的で使用することはありません。
また、お客様の情報は、個人情報保護関連法およびガイドラインに従い管理いたします。お客様情報の取り扱いについてご不明な点は下記にご連絡ください。
【本フォーラムの個人情報に関する管理者】
● 一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会　理事 事務局長　横川 省三　〒105-0011 東京都港区芝公園三丁目1番22号 日本能率協会ビル　TEL：03-3434-3545
　 個人情報保護方針　http://www.bpm-j.org/policy 
● 株式会社ICSコンベンションデザイン  第2事業部 事業部長　堀 正男　 〒101-8449　東京都千代田区猿楽町1-5-18　千代田ビル　　E-mail: bpmforum@ics-inc.co.jp
　 個人情報保護方針　http://www.ics-inc.co.jp/privacy_footer
■ご登録いただいたお客様情報の提供及び管理について
お客様が本フォーラムにご登録された情報は、同意いただいたものに限り、本フォーラムの協賛企業/団体(以下「スポンサー」という)に提供いたします。
スポンサーから、お客様に対し、製品/サービスなどの情報やお知らせ等が届く場合がございます。 (E-mail、電話、FAXなど) なお、お客様情報の適切な利用および安全な管理を約束するため、スポンサーから「個人情報の
取扱いに係る同意書」 を提出いただきます。

〒153-0064　東京都目黒区下目黒1-8-1
TEL : 03-3491-4111 (代表)会場 目黒雅叙園

事務局へのご連絡

参加費／1名様あたり
金 額　※税別区 分

コード記入欄（　　　　　　　　　　　　　　）

1名様

9,000 円
12,000 円
20,000 円

2名様以上1名あたり

7,000 円
10,000 円
16,000 円

日本BPM協会会員
一般 （ユーザー企業）
一般 （ベンダー企業）
特別コードをお持ちの方

9:40-10:00
10:00-10:50
11:10-12:00
12:00-12:40
13:00-13:45
13:55-14:40
15:10-15:55
16:05-16:50
17:10-18:00

基調報告 一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会　理事　事務局長　横川 省三　
基調講演1 東京海上日動システムズ株式会社 顧問（前社長） / 一般社団法人 情報サービス産業協会　副会長　横塚 裕志 氏
基調講演2 株式会社TMJ　代表取締役社長　林 純一 氏

ご出席予定のプログラムにチェックをしてください

〈 第9回 BPMフォーラム2014 申込書 〉
詳細・お申込みはWebサイトで、またはこのページに記載し、FAXにてお申し込みください

WebサイトURL：www.bpm-j-forum.org   FAX：03-3219-3627

株式会社ICSコンベンションデザイン内
〒101-8449 東京都千代田区猿楽町1-5-18千代田ビル
 TEL：03-3219-3587  FAX：03-3219-3627
 Email:  bpmforum@ics-inc.co.jp

BPMフォーラム事務局

※ 参加費のお支払いの義務は、ウェブサイトまたはFAXにてご登録いただきました
時点から発生いたしますので、予めご了承ください。

●お支払いについて
参加費が発生する方には後ほど請求書をお送りいたします。

※ 6月28日までにご連絡いただいた場合
参加費の50％
返金は、原則としてフォーラム終了後となりますので、予めご了承ください。
尚、返金時の振込み手数料は、返金額より差し引かせていただきます。

※ 6月29日以降にご連絡いただいた場合
参加費の100%（返金なし）
後日、フォーラム資料を送付いたします。

●キャンセル規定
止むを得ずキャンセルをする場合は必ずEmailまたはFAXにて登録事務局まで
ご連絡ください。

(2名様以上でお申込みの場合は、本申込書をコピーしてお使いください)

企業名・団体名

部署  役職

住所　〒

TEL 　　　　　　　　　　　　Fax

Email

フリガナ

氏名

※ 一般（ユーザー企業）： BPM関連サービス、製品を利用する立場の企業・団体 
※ 一般（ベンダー企業）： BPM関連サービス、製品を提供、販売する立場の会社（ITベンダー、コンサルティング会社）

B-1　ペガジャパン株式会社
B-2　株式会社クレオネットワークス 
B-3　アシストマイクロ株式会社
B-4　Kofax Japan株式会社

C-1　オープンテキスト株式会社
C-2　インタセクト・コミュニケーションズ株式会社
C-3　株式会社NTTデータイントラマート
C-4　日本オラクル株式会社

山
手
通
り
（
環
状
6
号
線
）

大
円
寺

目
黒
川

Ｊ
Ｒ
山
手
線

↑至中目黒

コンビニ

南北三田線

目黒通り

至五反田↓

↑至渋谷

大鳥神社

目黒雅叙園 看板

目黒ランプ

庭
園
美
術
館

上
大
崎
交
差
点

首
都
高
速
２
号
線

東
急
東
横
線 ↓至品川・東京↓至品川・東京

三井住友銀行
（目黒ヒルトップウォーク）
三井住友銀行

（目黒ヒルトップウォーク）

※目黒駅西口より3分

東口

行人坂

権
之

助
坂

西口西口

基調講演3

Luncheon Session　 日本ティブコソフトウェア株式会社

http://www.bpm-j-forum.org

事業モデルの進化に応える
ビジネスプロセスを創る
事業モデルの進化に応える
ビジネスプロセスを創る

BPMフォーラム2014

「ビジネスプロセス」というブルーオーシャンに船出しよう
～東京海上日動システムズで実践したBPMアプローチ～
「ビジネスプロセス」というブルーオーシャンに船出しよう
～東京海上日動システムズで実践したBPMアプローチ～

東京海上日動システムズ株式会社　顧問（前社長）
一般社団法人 情報サービス産業協会　副会長
横塚 裕志 氏

東京海上日動システムズ株式会社　顧問（前社長）
一般社団法人 情報サービス産業協会　副会長
横塚 裕志 氏

株式会社TMJ
代表取締役社長
林 純一 氏

株式会社TMJ
代表取締役社長
林 純一 氏

基調
講演1

10:0010:00

10:5010:50

事務処理プロセスにおける「可視化」の価値
～人の「判断」を可視化し、
　プロセス改善を続けるTMJのアウトソーシング事業～

事務処理プロセスにおける「可視化」の価値
～人の「判断」を可視化し、
　プロセス改善を続けるTMJのアウトソーシング事業～

基調
講演2

11:1011:10

12:0012:00

基調
講演3

17:1017:10

18:0018:00

お客様情報の提供および管理について　□  同意します

A-1　ピースミール・テクノロジー株式会社
A-2　日本アイ・ビー・エム株式会社
A-3　株式会社日本能率協会コンサルティング
A-4　インタラクティブ・インテリジェンス・インク

札幌市における基幹系情報システム再構築の推進
～利用者主導のシステム開発による現場力向上のアプローチ～

独立行政法人産業技術総合研究所　上級主任研究員　和泉 憲明 氏 / 札幌市　情報化推進部　システム開発担当課長　長沼 秀直 氏 独立行政法人
産業技術総合研究所
上級主任研究員
和泉 憲明 氏

札幌市
情報化推進部
システム開発担当課長
長沼 秀直 氏



BPMに必要な情報が満載の展示エリアへ、ぜひ足をお運びください。
実際に各社のソリューションを比較し、相談できる貴重な機会です！ 

ご挨拶 一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会　会長　秋山 守由

Lunch Break 

基調講演 1

基調報告

ソリューション展示・体験コーナー

開催概要 フォーラムプログラム
9:30
｜
9:40

9:40
｜
10:00

10:00
｜
10:50

11:10
｜
12:00

12:00
｜
13:00

A-1

9:00-18:00

15:10
｜
15:55

16:05
｜
16:50

東京海上日動システムズ株式会社
顧問（前社長）
一般社団法人 情報サービス産業協会
副会長
横塚 裕志 氏

一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会　理事　事務局長　横川 省三

業務プロセス改革のためのBPMN×
グラスボックス化×超高速開発

ピースミール・テクノロジー株式会社
代表取締役　林 浩一 氏
ビジネス変革の要請に素早く応えるために、システム開発の内製化や基盤導入に
よる利用者主導を検討するケースが増えている。このとき重要になる手法に、
BPMNによる業務プロセス分析、グラスボックス化による分割調達、ノンプログラ
ミングツールでの超高速開発がある。ある部門の業務プロセス改善のためのシステム
開発に対して、実際にこれらを適用した事例にもとづき、各手法の利点と欠点を
整理し、適切な導入のための指針を示す。

B-1 日本マスタートラスト信託銀行の日本品質事務プロセス改革
̶軌跡と今後の展望̶

ペガジャパン株式会社　代表取締役社長　渡辺 宣彦 氏
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
業務統括部　グループマネージャー　衞藤 陽一 氏
三菱UFJ信託銀行等4社の共同出資会社である同銀行は「日本品質の事務の更な
る高度化と柔軟性の確保、管理性・可視性の向上、効率性の追求」との目標を掲げ、
(1) 業務とITの緊密な協業、(2) ケースマネジメント/BPM/BRMS技術の積極活用、
(3) 基幹システムとのリアルタイム連携等の施策により、初期プロジェクトを要件定
義から約半年間でシステム稼動に導いた。BPMの成功要因と考慮点、今後の展開
計画を、プロジェクト推進責任者様にご紹介頂く。

C-1 バリューチェーンと改善力を高める
ビジネスオペレーション改革とSOA

オープンテキスト株式会社
ソリューション部 ソリューションコンサルタント　伊藤 仁智 氏
グローバルネットワークの急速な発展、環境変化に伴うビジネスリスクや新たな
規制への対応には、業務プロセスの改善・自動化は欠かせません。しかし従来型の
処理やシステムをいち早く最適な形にする対策はどう講じるべきでしょうか。本講
演は既存投資を最大活用するための要素を紐解き、変化に富むグローバル企業で
多数実績を持つOpenText Cordysを中核エンジンとしたProcess Suiteによる
解決策と事例をご紹介します。

A-2 市場の変化にすばやく対応。
ビジネス・プロセス・イノベーションの実践 

日本アイ・ビー・エム株式会社
ソフトウェア事業本部　WebSphere事業部
テクニカル・セールス＆ソリューション　中村 航一 氏
作業効率の向上や新たな顧客体験を提供するため、スマートフォンやタブレットを
ビジネスに活用するシーンが当たり前になってきました。それに伴い、ビジネスプロ
セスも柔軟かつ迅速に変化対応しなければなりません。 
本セッションではこれら課題に対するIBMスマーター・プロセス・ソリューションを
ご紹介します。先進的な海外事例を含め、プロセス改善に今すぐどこから取り組ん
だらよいかをお伝えします。

B-2 西武グループ実践事例、業務プロセス管理ツールを活用した
IT運用業務改革

株式会社西武ホールディングス
情報システム部　マネジャー　前川 芳範 氏
株式会社クレオネットワークス
取締役　クラウド事業本部 本部長　岩崎 英俊 氏
西武鉄道・プリンスホテルを中核企業として、鉄道/ホテル・レジャー/不動産などの事業を展開
する西武グループ。
業務プロセス管理を強化するため、人事・経理・財務・監査部門から運用委託先まで、「業務プ
ロセス管理の見える化」と「IT全般統制の一層の強化」を実現しました。
このセッションでは、本プロジェクトのキーマン自らが、その実践事例についてご紹介します。

C-2 利益向上につながる企業の体質改善
～ コアコンピタンス強化とイノベーション ～

インタセクト・コミュニケーションズ株式会社
新規事業本部 部長　西中 芳幸 氏
企業の成長には、コアコンピタンスを持つこと、それを強化すること、イノベーション
を起こすことが必要です。当社はお客様へのサービスレベル向上を目指し、業務
プロセスの改善に取り組んでいます。その取り組みでは、業務フローを明確にする
こと、IT技術の導入により徹底的に業務の可視化を図ることが必要です。当社では、
これらの取り組みによって、短期間で属人的な業務を減らしました。本セッション
では、CORDYS BOP を導入したことによって加速した、当社のイノベーション
および導入の苦労話についてご紹介します。

A-3

17:10
｜
18:00

13:00
｜
13:45

13:55
｜
14:40

JMACが考えるビジネス・プロセス・デザインアプローチ
～成果を実現する骨太改革マスタープラン～

株式会社日本能率協会コンサルティング
ビジネスプロセスデザインセンター　チーフコンサルタント
田中 良憲 氏
ビジネスプロセス変革の成功のためには、個々の業務プロセスの見直しを行うだけ
では不十分です。
「変革後の出口戦略（人材活用戦略など）」を設定することと、「業務の有効度評
価」を行うことで、大胆なプロセス変革が可能になります。その“骨太の”考え方、進
め方について、事例を交えつつご紹介します。

B-3 変化する業務プロセスの確立と発展
～ MRSが挑戦する戦略的アプローチ～

MIC Risk Solutions 株式会社
部長（マリン・エネルギーチームリーダー）　吉田 秋一 氏
アシストマイクロ株式会社
BP Logix Japan Project / Manager　国吉 健 氏
本国アメリカで教育、製造、製薬、金融など数多くのビジネスの場面で利用されている”BP 
Director”は、国内でも異なる業種のビジネスプロセスでその価値を評価されています。
本セッションでは、昨年春に導入を開始し、第一次、第二次開発を経て今年春より利用を
開始した三井物産のグループ会社であるMIC Risk Solutionsの導入と成果および日々
変化する業務プロセスに"BP Director"がどのように対応するかご紹介します。

C-3 intelligent BPMSが実現する判断、指示、警告、
予測情報の提供と業務品質向上

株式会社NTTデータイントラマート
執行役員 クラウド本部長　田中 秀明 氏
従来のBPMSに加え、ルールエンジンやBIを連携させることにより、従来にない
自動化、効率化、業務の品質向上を実現します。例えば、どの工程で、誰が、何を、
どうする、どのような状況で、等々の情報をルールエンジンに渡すと、作業の
OK/NG、作業指示、今後発生し得る事象等の情報がPUSH型で提供可能です。
多くの現場作業者は様々なナレッジや規則を全て理解しているわけではないため、
作業品質の向上に大きく寄与します。

Oracleならできる！
大規模基幹システムへのBPMS適用と変化対応力の向上

日本オラクル株式会社
Fusion Middleware事業統括　WebCenter & BPM営業部　マネジャー
市川 義規 氏
BPMSが持つ優れた柔軟性を活かして、基幹システムにBPMSを適用し、変化対
応力の向上を目指す取り組みが増えてきています。しかし、いわゆるBPMSには
小規模な部門システムを想定したものも多く、大規模開発における開発や性能の
要件に必ずしもマッチしないというお悩みも、しばしば伺います。
本セッションでは、OracleのBPMS適用事例をご紹介し、基幹システム開発にお
けるBPMSの要件と、Oracleによる実現の勘所をご説明します。

A-4 競合に差を付ける業務プロセス自動化ソリューション

インタラクティブ・インテリジェンス・インク
エンジニアリング・マネージャー　浅田 逸朗 氏
コンタクトセンターで使用されるACD技術を用いて、業務プロセスを最速で効率的
に自動化するソリューション「IPA」をご紹介します。IPAは各業務担当のプレゼンス
を確認しながら自動的に業務を適任者へ分配し、人的ミスや遅延を最小限に抑え
ながらプロセスを完了することができます。リアルタイムのプロセス監視、プロセス
の経過時間などの管理により、最適なプロセスを運用することで業務効率向上に
大きく貢献します。

B-4 「お客様との初回のふれあい」を強化する
OCR機能内蔵BPMとは？

Kofax Japan株式会社
営業部 部長　河上 勝 氏
「お客様との初回のふれあい」を強化する！銀行受付業務、生損保の査定、カード、
証券の受付、請求書、注文書等の自動処理を実現しているOCR機能内蔵BPMアプリ
ケーションとは？KOFAXのBPMは事務処理の課題を解決するINPUTの機能を
豊富に搭載し、且つ設定で開発が可能です。本セッションでは業務の入り口の課題
をどのように解決するかをデモンストレーションを交えてご紹介いたします。

C-4

変化を続けるビジネスの中で、業務品質を維持、
向上させるインテリジェント業務マニュアル
日本ティブコソフトウェア株式会社
シニア アカウント エグゼクティブ　大石 稔 氏

ビジネススキームやビジネスモデルまでもが日々変化する中、規制、ステークホルダー、そして
ビジネスプロセスやビジネスのスピードにも柔軟な対応が求められています。一方、顧客が企業
を見る"眼"は厳しさを増し、業務(サービス)品質を維持、向上させることは、企業の恒久的な
課題です。
本セッションでは、企業統治や業務の効率化、業務品質の維持、向上の観点からも、性急なシス
テム導入の前に、"業務のあるべき姿"をどのように"インテリジェント業務マニュアル"により社内
に浸透させ、どのように業務品質を維持、向上させるのかをご紹介します。

昨今、企業にとって事業戦略とビジネスプロセスの連動が重要課題
となっています。
既に成熟した国内市場では、社会価値・経験価値重視のマーケティ
ングに対応し、ソーシャルメディア連動、カスタムオーダー対応、ダイ
ナミックなBPOなどが盛んに行われます。また、グローバルには、
開発ネットワーク、グローバルSCM、ガバナンスのプロセスが求めら
れます。
本年で、第9回を迎えました「BPMフォーラム」は、一貫して、この
ビジネスプロセス改革に焦点を当てています。具体的には、
　・先進的取り組みを実践する企業経営幹部の生の声
　・プロセス志向／IT活用による改革活動の実践事例
　・進化するプロセス設計技術／BPMソリューションの姿
に直に触れていただく場をご提供しております。
この難しい改革をリードする経営幹部、改革推進者の方々の多くの
ご参加をお待ちしております。

一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会
会長　秋山 守由

※日本ＢＰＭ協会は、昨年７月に
一般社団法人日本ビジネスプロセス・マネジメント協会に移行しました

ITの対象を「データ処理」から「ビジネスプロセス」に拡大する時代が来た。人間が仕事する「業務」そのものを、可視化し、IT化し、改革することにより、サービスの効率と品質とスピード
を上げ、競争優位を実現することができる。SEの力を新しいビジネス分野に拡大できるチャンスでもあり、実際に実践した事例に基づいて、ご紹介をする。

「ビジネスプロセス」というブルーオーシャンに船出しよう
～東京海上日動システムズで実践したBPMアプローチ～

・特定非営利活動法人 ITコーディネータ協会
・公益社団法人 企業情報化協会
・一般社団法人 経営情報学会
・国際CIO学会
・独立行政法人 情報処理推進機構　
・一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会
・一般社団法人 日本能率協会
一般財団法人 ニューメディア開発協会
・特定非営利活動法人 バリューチェーンプロセス協議会
・ビジネスプラットフォーム革新協議会

（五十音順）

基調講演 2

Luncheon Session 12:00 ～ 12:40

株式会社TMJ
代表取締役社長
林 純一 氏

事務処理業務の生産性向上において、最初に行われ、かつ重要なことは「判断の可視化」です。人の頭の中で行われている大小の判断が、そのロジックごと可視化され、文書化され、
標準化されないことには、その先の分業化もシステム化も、管理さえも困難になります。小集団改善活動も可視化プロセスがあってこそです。TMJ（ベネッセグループ）が事務処理
アウトソーシング受託で最も苦労し、最もこだわる「可視化」について、現状と展望をお話しします。

事務処理プロセスにおける「可視化」の価値
～人の「判断」を可視化し、プロセス改善を続けるTMJのアウトソーシング事業～

基調講演 3

大規模情報システムの開発は、システムの肥大化と運用保守の丸投げという負のスパイラルが常態化しつつある。ここから脱却するためには、利用者主導のシス
テム再編方法論を採用し、実践的なノウハウ・経験知を業種・分野に依存しない形式で利活用することが重要である。
本講演では、札幌市役所が、基幹系情報システムの再開発において、大規模一括発注とベンダロックインから脱却した事例を中心に、マルチベンダ・分割発注・
多段階リリースにより、技術を専門としない職員のスキル向上と、20年品質の業務改善・システム改革、という二つのゴールをいかに実現しているかを紹介する。

札幌市における基幹系情報システム再構築の推進　～利用者主導のシステム開発による現場力向上のアプローチ～

事業モデルの進化に応えるビジネスプロセス改革
事業モデルの進化に応える
ビジネスプロセスを創る

名称： BPM フォーラム 2014
 事業モデルの進化に応えるビジネスプロセスを創る
日程： 2014 年 7 月 8 日（火）　9:30～18:00（受付 9:00～）
会場： 目黒雅叙園
主催： 一般社団法人日本ビジネスプロセス・マネジメント協会
 （略称：日本 BPM 協会）
共催： 株式会社 ICS コンベンションデザイン 
後援 ( 予定 )：

■出展企業一覧 2014年5月27日現在

・日本ティブコソフトウエア株式会社
・インタセクト・コミュニケーションズ株式会社
・インタラクティブ・インテリジェンス・インク
・株式会社NTTデータイントラマート
・オープンテキスト株式会社
・株式会社クレオネットワークス
・Kofax Japan株式会社
・日本アイ・ビー・エム株式会社
・ピースミール・テクノロジー株式会社
・ペガジャパン株式会社
・株式会社クエステトラ

※ プログラムの内容、講演者等は変更になる場合がございます

独立行政法人
産業技術総合研究所
上級主任研究員
和泉 憲明 氏

札幌市
情報化推進部
システム開発担当課長
長沼 秀直 氏



第9回

火2014.7.82014.7.8

一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会
株式会社ICSコンベンションデザイン

全１6セッション・１1社の展示をご覧ください！ 

目黒雅叙園2F　華つどい、華しずか目黒雅叙園2F　華つどい、華しずか
9:30-18:00（受付 9:00～） 9:30-18:00（受付 9:00～） 

共 催
主 催

■ Media Sponsor

■ Sponsor ■ Luncheon Sponsor

申込・登録に関するお問合わせ先

※本フォーラムへの申込をもって、主催および共催における下記個人情報規約に同意していただいたものといたします。
■個人情報の取り扱い
主催である一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会と株式会社ICSコンベンションデザインはご登録いただいた情報をもとに、本フォーラムについての確認、案内および情報提供、ならびに各種イベントのご
案内、アンケート等をお送りさせていただく場合がございます。 (E-mail、電話、FAXなど)
なお、本人の承諾なしにそれ以外の目的で使用することはありません。
また、お客様の情報は、個人情報保護関連法およびガイドラインに従い管理いたします。お客様情報の取り扱いについてご不明な点は下記にご連絡ください。
【本フォーラムの個人情報に関する管理者】
● 一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会　理事 事務局長　横川 省三　〒105-0011 東京都港区芝公園三丁目1番22号 日本能率協会ビル　TEL：03-3434-3545
　 個人情報保護方針　http://www.bpm-j.org/policy 
● 株式会社ICSコンベンションデザイン  第2事業部 事業部長　堀 正男　 〒101-8449　東京都千代田区猿楽町1-5-18　千代田ビル　　E-mail: bpmforum@ics-inc.co.jp
　 個人情報保護方針　http://www.ics-inc.co.jp/privacy_footer
■ご登録いただいたお客様情報の提供及び管理について
お客様が本フォーラムにご登録された情報は、同意いただいたものに限り、本フォーラムの協賛企業/団体(以下「スポンサー」という)に提供いたします。
スポンサーから、お客様に対し、製品/サービスなどの情報やお知らせ等が届く場合がございます。 (E-mail、電話、FAXなど) なお、お客様情報の適切な利用および安全な管理を約束するため、スポンサーから「個人情報の
取扱いに係る同意書」 を提出いただきます。

〒153-0064　東京都目黒区下目黒1-8-1
TEL : 03-3491-4111 (代表)会場 目黒雅叙園

事務局へのご連絡

参加費／1名様あたり
金 額　※税別区 分

コード記入欄（　　　　　　　　　　　　　　）

1名様

9,000 円
12,000 円
20,000 円

2名様以上1名あたり

7,000 円
10,000 円
16,000 円

日本BPM協会会員
一般 （ユーザー企業）
一般 （ベンダー企業）
特別コードをお持ちの方

9:40-10:00
10:00-10:50
11:10-12:00
12:00-12:40
13:00-13:45
13:55-14:40
15:10-15:55
16:05-16:50
17:10-18:00

基調報告 一般社団法人 日本ビジネスプロセス・マネジメント協会　理事　事務局長　横川 省三　
基調講演1 東京海上日動システムズ株式会社 顧問（前社長） / 一般社団法人 情報サービス産業協会　副会長　横塚 裕志 氏
基調講演2 株式会社TMJ　代表取締役社長　林 純一 氏

ご出席予定のプログラムにチェックをしてください

〈 第9回 BPMフォーラム2014 申込書 〉
詳細・お申込みはWebサイトで、またはこのページに記載し、FAXにてお申し込みください

WebサイトURL：www.bpm-j-forum.org   FAX：03-3219-3627

株式会社ICSコンベンションデザイン内
〒101-8449 東京都千代田区猿楽町1-5-18千代田ビル
 TEL：03-3219-3587  FAX：03-3219-3627
 Email:  bpmforum@ics-inc.co.jp

BPMフォーラム事務局

※ 参加費のお支払いの義務は、ウェブサイトまたはFAXにてご登録いただきました
時点から発生いたしますので、予めご了承ください。

●お支払いについて
参加費が発生する方には後ほど請求書をお送りいたします。

※ 6月28日までにご連絡いただいた場合
参加費の50％
返金は、原則としてフォーラム終了後となりますので、予めご了承ください。
尚、返金時の振込み手数料は、返金額より差し引かせていただきます。

※ 6月29日以降にご連絡いただいた場合
参加費の100%（返金なし）
後日、フォーラム資料を送付いたします。

●キャンセル規定
止むを得ずキャンセルをする場合は必ずEmailまたはFAXにて登録事務局まで
ご連絡ください。

(2名様以上でお申込みの場合は、本申込書をコピーしてお使いください)

企業名・団体名

部署  役職

住所　〒

TEL 　　　　　　　　　　　　Fax

Email

フリガナ

氏名

※ 一般（ユーザー企業）： BPM関連サービス、製品を利用する立場の企業・団体 
※ 一般（ベンダー企業）： BPM関連サービス、製品を提供、販売する立場の会社（ITベンダー、コンサルティング会社）

B-1　ペガジャパン株式会社
B-2　株式会社クレオネットワークス 
B-3　アシストマイクロ株式会社
B-4　Kofax Japan株式会社

C-1　オープンテキスト株式会社
C-2　インタセクト・コミュニケーションズ株式会社
C-3　株式会社NTTデータイントラマート
C-4　日本オラクル株式会社
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基調講演3

Luncheon Session　 日本ティブコソフトウェア株式会社

http://www.bpm-j-forum.org

事業モデルの進化に応える
ビジネスプロセスを創る
事業モデルの進化に応える
ビジネスプロセスを創る

BPMフォーラム2014

「ビジネスプロセス」というブルーオーシャンに船出しよう
～東京海上日動システムズで実践したBPMアプローチ～
「ビジネスプロセス」というブルーオーシャンに船出しよう
～東京海上日動システムズで実践したBPMアプローチ～

東京海上日動システムズ株式会社　顧問（前社長）
一般社団法人 情報サービス産業協会　副会長
横塚 裕志 氏

東京海上日動システムズ株式会社　顧問（前社長）
一般社団法人 情報サービス産業協会　副会長
横塚 裕志 氏

株式会社TMJ
代表取締役社長
林 純一 氏

株式会社TMJ
代表取締役社長
林 純一 氏

基調
講演1

10:0010:00

10:5010:50

事務処理プロセスにおける「可視化」の価値
～人の「判断」を可視化し、
　プロセス改善を続けるTMJのアウトソーシング事業～

事務処理プロセスにおける「可視化」の価値
～人の「判断」を可視化し、
　プロセス改善を続けるTMJのアウトソーシング事業～

基調
講演2

11:1011:10

12:0012:00

基調
講演3

17:1017:10

18:0018:00

お客様情報の提供および管理について　□  同意します

A-1　ピースミール・テクノロジー株式会社
A-2　日本アイ・ビー・エム株式会社
A-3　株式会社日本能率協会コンサルティング
A-4　インタラクティブ・インテリジェンス・インク

札幌市における基幹系情報システム再構築の推進
～利用者主導のシステム開発による現場力向上のアプローチ～

独立行政法人産業技術総合研究所　上級主任研究員　和泉 憲明 氏 / 札幌市　情報化推進部　システム開発担当課長　長沼 秀直 氏 独立行政法人
産業技術総合研究所
上級主任研究員
和泉 憲明 氏

札幌市
情報化推進部
システム開発担当課長
長沼 秀直 氏




